
五代桧峯Ⅱ遺跡  

保育園建設王印に伴う埋蔵文化財発洲調査用捏習  

19 9 7  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   



は じ め に  

≠代桧峯I一遇跡は北に赤城山を控え、両に閃射平野を望むlりと望の地です。付近には‾J「墳時代、奈良・平安時  

代の渠洛跡が散在し、｛‘代においても姓清し易かった場所であったことが窺われます。春には山菜を、秋には木  

の冥や甘を採集しながら野山に遊ぶ人々の姿が［Ⅰに浮かびます。冬は赤城山からの空っ風が南の閃火ilま野にド小ナ  

て、骨をたてて吹き抜けます。当時の利根川がその河床を関水平野の小に低く賊しています。河や空っ風との戦  
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抑  図  

1 佃二 椚lズⅠ  6 遺跡・遺構全体図  
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2 三丘代桧峯11追跡凧辺図  7 1－1－11Jイl三ノ≠けlト胱土坑・・卜仇・     ・ 13  

3 発抑l夏付二椚図  8 ⅠⅠ－2サ什居址  

9 ⅠⅠ－2せ什居址  4 基本土屑図  

5 入りl用毎設を柑つ遺構と視元居  10lⅠ－1・2号什居址＝1．の上帯、イ：】●製■1■－■、鉄端…16  

寅   

ドIJlIl－2サ什居址  1〕Ⅰ．2 肌奔区仝張 出二1二遺物他  

表   

rl、とIb．1似．軸1二一覧衷  6 ’11とIl〕．2 十坑－・覧衣  

′Ⅰ’ab．3 遺物観察衣  

抄  録  

7  ′1’～ll〕．1 イ「署昔、れ袈晶－－、鉄器観察衣  

1．本報告書は、保育俸1建設工射に係る五代桧峯11遺跡発抑制査鞘吾沓である。  

2．本遺跡の略称は9C14である。  

3．調査主体は、前橋Tけ理械文化財発掘調査l」‘lである。  

4．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査 J劫  桝  榔一l常県前橋■両●1iイじIlけ1301柵地3他  

党 抑 制 査 期 刷  平成9年5ノjlL卜平成9年5ハ30口  

紫理・報告書作成期明  朝戊9年6‖2口～平成10年3ノ」3川  

発掘・整理担当者  坂lⅠ好孝・其塩lリ」リJ（前橋■lけ鮎哉文化財発掘誹闇弛l訓☆係）  

5．本脊の原稿執筆・編妹は坂lニト寅臨が行った。  

6．発掘調査・整理作共にかかわった力●々は次のとおりである。（川ル不同）   

石原 義夫  ㍍木  抹  岸 フクエ   渡木 秋子  陽伐たま江  湯浅 道了・   



Ⅰ 調査に至る経緯   

五代桧峯Il追跡は、五代町保育l乱建設工串に伴う規槻文化財剰屈調査として、平成9年5ノ1に実施された。党  

相調査に至る緯締は以下のとおりである。   

本道跡の発掘調査に関して、平成8年1川111二l付で社会相礼法人ふたば会より五代町地内の保育l蚕Ⅰ建設工事に  

伴う埋蔵文化財試掘調査依楯が前橋■lけ教育委員会に掛＿トlされた。これを・受け、前橋苗教育委員会文化財保護誹で  

試掘調査を実施したところ、本調査地は追跡地であることが判lリ＝ノた。そこで、社会福祉法人ふたば会と協議・  

訓整を行い、平成9年3ノ1311二1、前橋打数育委員会あてに本発拍朋査の依曲がなされた。前橋再教育委員会が組  

織する前橋‾肛規職文化財発掘調査恨＝まこれを′受諾し、4月231二l両者の聞で本発掘調査の委託契約を締結、4ノJ30  

1二l、現地での発掘調査をl朴始するに至った。なお、遺跡せ－称『玉代桧峯H追跡』の『桧峯』は旧地籍の小字才一を  

採ノ1Jしている。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境   

五代桧峯n遺跡は、前橋市街から北火へ約5k111の五代Ilけ1301番地3に所存する。本遺跡の北内約1．3k111に市立ガ  

賀中学校、南西約300】11には井賀来部工業団地があり、南ソノ一約2．3klllには‾lい町根川の断崖が比高差5、6111で北叩  

から南東にかけて、その姿をとどめている。遺跡地周辺の地形は南面緩傾斜台地で、現在も養蚕のための桑州、  

牧畜のための牧草地等が広がっていて、闘析術こあたる箇所には水＝がIjF」けている。今回の調査の安因である保  

育園建設工事は、他所にある税保育園をより良いl二l然環境・教育環境を求めて移転建設する計画である。   

今l「りの調査によって検J11された主な避構は、ハ墳時代の終末期のものであるが、周辺の避跡にl］を向けると、  

本遺跡を含む地域には、縄文から平安時代に至る遺跡がある。本遺跡の南東に隣接する桧峯遺跡は、奈良三彩小  

壷をⅢ二1二した奈良～平安時代の集落跡であり、南何にある芳賀火部工業団地追跡は、1l・－－墳を伴った純文～平安時  

代の某落跡である。また、昭利13年の「下㌧墳綜覧」によると本道跡周辺に26基もの了】－‘墳が存存したことが記され  

ているものの、現在では平坦化されており二椚二1の面影はないr〕   

このように本遺跡をとりまく地域は、紬文l鞋代から人々の生清の切であり、‾l－1「墳時代には‾■J槻を多数造れるほ  

どの有力豪族の勢力地であり、その後もこの地での豊かな生清は続いていたと考えられる。   
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iき捷封／  

1：50，000 前 橋  
1000  2000  3000  1000nl  O  

】．．Jl二代松峯】Ⅰ追跡  

2． 芳門北部用地Ⅷ働  

こi． ガ省西部川地追跡  

4． ガれ根郵川地追跡  

5． 束公卜什lいjti  

6． オブ塚西■ハ‘墳  

7． オプ塚l！用量i  

8．1榊椚斜」；・追跡  

〔）． け川l之l二闇朝  

川． 小明神追跡朋（2カ所）  

】1． ノL料j出跡  

12． 倉イ、j出跡  

13． 西川 j揖跡  

11． 人明神追跡  

15． 軒斯外道跡  

1（う． 柑兄闘椚†；llI  

17． 人Il塚7t川1  

用． 基本Il】追跡  

1！）． 柄峯j出跡  

2（）． 柄峯－㌧墳  

2】． 抑圧塚◆■t】●墳  

ig．2 五イ’し桧峯】Ⅰ追跡用辺図  

Ⅲ 発掘調査の方法と経過  

1 ソ」一  法   

委託された調査瀾所は、総面相約300‖12のL字型鉄筋建鮎写l；分である。グリッドについては、1‖1ピッチで州  

から火へXl、X2、X3・・X15で表し、北から糾へYl、Y2、Y3・・Y15と芥付けし、グリッド  

の呼称は北仲杭の㌢一株を便川した。なお、X7・Y7の国家匪枠吊、雛IX系のX＝46，232‖l、Y＝－63，772nlで  

ある。また調査は表土抑＝■ilJ・遺構硝認・杭打ち・遺構州り下げ・遺構明けト全貿写真・追跡全休測畠の岨に行っ  

た。1対面作成は平板・怖易遣り〟測最で行い、主要な追納の断面等はスケール1／20で、遣桃全休l対はスケール  

1／10で作成した。   



2 経  過   

発掘副査は、平成9年4月30口、重機による調  

査は内の桑の抜根をl朴始。翌5ノ11日に抜根、表  

土の掘削を終了。表土掘削に追従してプラン碓認  

を行い、5ノ17［lに杭打ちを実施した。調査の結  

軋性別l二2帆土坑8基が検山された。住馴ヒ＼1  
にl炎＝ノてはl＝い火部分にあるⅠ－Ⅰ－2は当初何軒か枚  

抑に切り合っていると想走されたので、81二ほず  

最初に土坑を調査することにした。その後、調査  

を職制に進め、91二lには8基の土坑を終了。12日  

にⅠⅠ一2をトレンチで、両側に入りしlを仰えた大  

王削lミ居1軒を碓認、ⅠⅠ－2の調査を開始。また、  

Ⅰ一Ⅰ－2にかさなる炭化物の堆積する土坑を焼ニヒ坑  

とした。131二1に入り仁け」▲近の柱穴と焼土坑を調査。  

21削貯械穴を調査。   

221二Ⅰ棟補肋柱、上屋補肋柱を調査。27t二川ミ居址  

Ⅰ－Ⅰ－1の砲を調査。28［1床下部分に新に2本の柱  

O m  l：500  200m  

Ⅰ・1ig．3 発抑l㌢位階牒】  

火を発見、先の柱穴と両袖肋柱は住居拡張後のものと碓認された。5ノ‾J29口に発掘調査の全工程を終了した。全  

訓査を通して桑根を除去しながらの作業は園靴を伴った。また、完全な大型住盾址の遺構は確認できたが 、土器  

等の遣物が少なかった。  

Ⅳ 基 本 層 序  

本道跡地内の地層の堆積はFig．4のとおりである。  

Ⅰ層 耕作・ヒ。20～30（川1   

11層 暗褐色二L層。1月軋ホ（Hr－l「1つ、丁Ir－F∧の識  

別は不可能）を少競合む。  

桝作土も交じる。20、30（：m   

川層 褐色．・‖軋 I－Ir－ド1）、∧s－Cを含む。極少量  

の炭化物や焼二上二粒も交じる場合が  

ある。遺構の掘り込み基盤にあた  

る。ローム漸移層。15、20cill   

Ⅳ榊l刈褐也二卜屑。ローム屑。25（三III   

V朋 明褐也二＝軋 ローム層。lII層より－・段ときめが  

抑かく、尋州！Ⅰ三がでてくる。40c‖1   

ト1ig．4 ゴ1：代桧峯lI遺跡標準土層図  



Ⅴ 遺 構 と 遺 物   

1「ab．1住屈址一覧表  

備 号   位   置   規模（m）来西×向北  i如拙（l11′）  溌晶（川り  】州ソナ向  電（川）奥行×lい  杜穴（川）長×籍×探さ   

3．58×（2．16）  50×（25）  

1－1－l  X9～10，Y6～7   立ち＿卜がり′rj  1．3  70．5  N－780－E   二i‡ち．卜がり角  

840  りこ完加）  500  

Ⅰ）－ユ96×77×65  

6．00×6．00  舶1iり  105×40  

90．0  P－383×62×85  

立ち．l∴がり′rj  34．0  N－60→1工  畑道郡  
1－Ⅰ－2  X7、9，Y4、9  

7dO  西側  ☆ち上がり角  

30．0  190  珠下杵穴  

1）－135×35×63．5  

P－236×30×63   

注）（）l人Jの数佃はjメェイタイ直。  

「I「al〕．2 土坑一覧表  

肺 ・′j・   付：  一江   形  エリこ  規模（川上托祥×・餌径×探さ   垂   抜   備   考   

焼二Ⅰ二坑  X9 ，Yl、5  楕lリ形   176×100 ×17   u ；焼二巨机は11－2住居址と重視ぐ、新l川礼係は焼－l・坑   
D －1  Xll ，Y5   杓lリ形   16BX 76 × 38   が1－1－2の壁面を切ること、灰層が什仙人Jまで拭く  

D － 2  XlO ，Y5   楕l11形   123× 60 × 29   ことから、恍二L、坑が新しい。炭化物はシノやササな  

D － 3  X6、7．Yl   不整形   tOOX 56 × 50   いレト木什からなり、用狸の触ナや胱∴卜もほとんど  

D －1  X6 ，Yl   （「≠暇）‘7   I12×（76）× 33   比られない。州非裁か除盲J」ほ利川した貯蔵点かは不  

D － 5  Ⅹ7 ，Y6   柚l11形   93× 72 × 21   
明。   

D － 6  X6 ，Y9   用lり 形   121×1（）6 × 38  

D － 7  X5 ，Y9   （H形）？   （113× 50 × 23）  

D － 8  Ⅹ6、7，Y8   コの字状   （tこぅ0× 35 × 32）  

注）（）l人Jの紋付＝より招：伯。   



Tab．3 造物観察表  

大 き さ   成・整 形 ノブ 法  
酢  ①胎＿上：②・甘己戊③色副＝狛桟〟  愉  肇一   tl、i托．  

lI繕・胴 部   底  部   

l  lI－1  二巨 師 咋  （10．0）（2．7）  （¢紺杓②良好③橙（ウ1／8   外反白描灘で。地利事）。   欠jll。   弱い外接を持つ。   10   

Il－1  二卜 帥 杯  （1】．2）（3．7）  （D11】粒②良好③赤柑（り1／8   外反。椎拍で。殆削り。   欠川。皇肌、外棲を持つ。ややγ底ぎみ。  川   

3  ⅠⅠ－l  ニヒ 帥 杯  （12．′り 13  （1）糾鼎②良好③にぷい描①1／2   外J叉。†刑撫で。飽削り。   絶削り。   1肌、外接を持つ。   1い   

lI－1  巨 帥 林  （川．6） 3．6  0）州殿②良好¢）撞（りけ2弼   外傾。楢憮で。地利り。   絶削F）。   i肌、外接を持つ。   川   

tI－l  上 伸 咋  （13．0）（3．7）  0）紬瑞（畝良好③褐灰（ウ】／8   外傾。糟糠で。飽削り。   欠川。  】0   

6  tl－2  1・．Ri【j 杯  （1トl）（3．1）  〔り細粒②良好③にぷい描（ウリ5   祈証。楢撫で。馳削り。   弛削り。   弱い外櫻を持つ。   川   

ロ  lI－2  土 師 杯  1t．5  ノl．9  ①lい粒Q）良好③撞①り2   11川二。押り撫で。箆削り。   絶削り。   深い丸底。   10   

8  tI－2  ．・l二 師 杯  （】2．0）（3．1）  α親殿②良好③にぷい樵狛〃   外相。楢灘で。箆削i）。   欠jtl。   やや深い九依。   】0   

t】－2  ．1二 伸 叫、  （川．2） 3．7  （出郷粒②良好（釧顎¢）1／3   外反。栖撫で。飽削り。   鮎胱   弼い外稜を絹つ。   】0   

川  Ⅰ】－2  ．ヒ 納 材こ  （1】．0） れ0  （じ細粒②良なJ・（釧銅）り2   外傾。楢拍で。飽削り。   箆削り。  】0   

t】－2  二上 帥 杯  （10．8） 3．1  （】）lい粒②良好③愕①り3   外相。梢瀾で。粗削り。   飽削り。   弱い外接を持つ。   】0   

Il－2  1：帥 咋  （12．2）（4．5）  （D細粒（紛良好③愕0）り5   外囲。情撫で。飽rj川。   火川。  

円  tl－2  二卜 師 杯  （】2．2） 4．3  （ウ卿】拉②良好斑憫①り1   外相。楢栂で。弛削り。   欠川。   購い外稜を持つ。   10   

n  t】－2  ニヒ師小硝  （10．2）（8．7）  （1）相聞（わ良好③怜0〕り5   外傾。描牒で。掩削り。   火川。l二」綾部に一条の沈線を有す。  10   

15  tl－2  二l二 伸 無  （13．8）（10．0）  （1）粗粒②イ、良③にぷい瞳¢）り4   配慮。峨撫で。弛削り。   欠川。   l：】縛酌肥厚。   10   

1G  Il－2  ：卜 帥 杯  （13．0）（5．0）  （¢細粒②良好③撞0）り5   外反。楢憮で。鞄削l）。   火‖。   購い外碩を持つ。   10   

円  1Ⅰ－2  ．．卜 帥 兜  （17．2）（6．9）  ①中瓶②良好③にぷい掩（¢＝繕部1／5  外J叉。楢肘ぐ。斜縦†）リブ両地削り。欠捌。Ⅰ二】綾部に最大繕をイけ。  tO   

1R  tl－2  ．上 伸 地  （21．6）（6．5）  （か巨粒②良好③にぷい膵（ウ1－】繕酎＝／4  外反。糟糠で宣斜灘†）H州箆削l）。欠州。lほ蒙附こ最大搾庵有す。  10   

用  11－2  ニヒ 佃 焚  （別．2）（6．5）  （り紺拉②良好③掩（1）lコ綾部1／5   外反。楢匝で。絶削り。   欠川。胴部主局大行を有す。  】0   

f‡ミ）未の紀戦は以下の基畔で行った。   

① 胎二仁は紺揖（0．9mln以下）、中瓶（1．0、1．9川m）、粗粒（2．Om†れ以＿い とした。   
② 焼成烏、也良・j辻好・不良の3段階。   

③ 色別はニヒ昔謹外面で観察し、色名は新版標準二1尤lい－1i（小l王い竹蜘976）によった。   

（む 人きさの丹位は川であl）、規存偶を記戦した。  

「rab．4 石器・石室払1■ト鉄器観察表  

＼十†  肘 二上 位 ■i■；ナチ  器 桃  長   帽   摩   訳さ   イr 材   輔  考   Il’ig，   

ⅠⅠ －  2  イイ 鋸  2．5   l．9   0．4   1．4  圭J．氾安11げ†  凹ヨ．柑モ茎鋸。イ7基部欠雅i。   】0   

田  X－8，Y－6  ホ 鋸  （3．4）   2．4   0．3  （2．3）  i！一   子7  川基無茎蹴。北側灘欠損。   10   

田  衣  採  砥 れ  6．1   2．5   】．5   28．8  砂   岩  全てのl附こ硬用浪が認められる。   

ロ  X－7，Y－5  板 子丁  （5．8）   2．5   l．8  （45．4）  軋 沢 イr  l鞘仙こ枚用漬が認められるが、‾F吾川怖i欠損。  10   

ⅠⅠ －  2  仁l三E  2．1   1．2   8．3  附   れ  10   

ll l  ご  仁l玉  2．0   0．9   滑   イイ  10   

Ⅰ1 －  2  仁I二王  2．0   l．l   6．6  滑   イイ  用   

′1  ⅠⅠ －  2  臼 玉  2．6   0．6   ニッ桐洋イ．r  】0   

ll －  2   釘   （2．2）  （0．3）  （0．3）  鉄   l／埴射′：。i須郎先端部欠損。′埴r。   10   

田  X－5，Y－8  釘   （5．3）   0．5   （）．こう  鉄   2／3残存。やや†隠平化した殉釘。   

ほ）衣の紀職で、大きさと詭さについての単†立は（－1tl、gであり、現存情は（）で示した。   



Ⅵ ま  と  め  

遺跡の地形について   

赤城山はその裾野を四方に長くひき、l．1＿闇制から流れ‖る河川によって幾多のl朴析谷が刻み付けられてい   

る。本選跡地は向北に流れる2本の河川にはさまれた舌状の台地ほぼ中火に位置する。舌状台地上では水に   

乏しく、おもに桑川等が広がり、小抑ilにより形成された谷地では、狭隋ではあるが水lIlが営まれている。   

そして、この斜面の末端部は比高射O111前後の直練的な段＿丘崖をなしており、旧利根川のつくった広瀬りIl低   

地帯に接している。  

本遺跡地の桑州では、遺物の少量散布が見られ、追跡仰の抑Il近くの州では遺物の濃密散布がみられた。   

また、今田＝力士した遺物をみると、非常に少崖ではあるが縄文l掛代から平安嶋代まであり、ほかの住屈址の   

存在が推測された。従って、この地は、小丘陵と小机Ilからなり、先人居住の好適地と思われたが、実l祭に   

は300Il12で住盾址2軒と予想に反して少なかったのは、両河川に挟まれた台地のほぼ中火の高燥地で集落の   

主体は台地周縁にあるものと想定される。  

遺構について  

本遺跡から検出された任盾址は2粁、焼土坑1基、土坑8基である。2jlil：の住居址はともに、基本屑序Ill   

層で確認され、床面はロームまで掘り込まれている。表土榔■川彼の標高は、調査区北東で166．60Ill、調査区   

南西で163．80Illと大きく傾斜している。  

調査の関イ系上、全掘できたのは1軒のみで、他の住居・址は調査題外のため部分的な調査にとどまった。こ   

こでは、事実上1軒の住ノ郡1ヒにスポットをさりて、その成果と問題点を探ってみたい。  

形状は碓認面からの壁高、東壁平均80c‖l、叫壁平均30clllを測り、ローム壁は平均740 の角度で立ち＿1二がっ   

ておりl抑順に検山できた。これは本調査はが北東から湖西に大きく傾斜していることによる。平面形は本調   

査で最大規模の東西6．0‖1∴南北6．0Illで面積は341112を測り、かなり解った正方▲形を呈する。本調査に入り表   

ニヒ掘削彼のプラン確認において、3～4晰の正接かと思われたが1軒の住居址と判lリ」してからは、覆土と住   

居の切り込まれているローム層が鮮l州こ分かれており碓認は容易であった。  

次に床面は全体的にほぼ平坦で、床巾のレベル射ま10c‖l前後におさまり、西カゞ高く、束が低いという傾Irり   

が見られる。また、住居の竜前と向壁中央部に広がる堅緻面は側川・J頻度の高さを示唆するものであり、山人   

り口部分の平面位置を褒付ける重要な要素のひとつである。さらに竪穴式住差引二必ず存在する出たり入った   

りする場所を出入りl＿け毎設と考えれば後者は山人り口施設に関係するものであろうと判断できる。一般「机こ   

竪穴式住屈▲の竪穴部を上り下りするには梯子がイ財1jされたと言われている。今lロ1の竪穴床の壁面際に見られ   

る2本の糾いピット（P8・9）、壁面に掘り込まれた2本のピット（】〕10・11）はおそらく梯子をかけるた   

めの支えとして使われていた梯子穴に付随するものではないだろうか。もちろん、これらのことは考ハ的賓   

料では確認できないものであり、あるいは移動式の椰子や踏み台として利川可能なものをおいていたという   

ことも念甜＝こ置く必要がある。（ピット番ぺ・、興緻面はいずれも1rig．8参Jtくり   

また、住尾西床面下三分の一を一旦掘り起こし、その．＿11に貼り床している。これは毛細管現象による水の   

上界を防ぐ除湿のための構造とみられた。また貼り床の面は明細に硝化していないことから、敷物を敷いて   

寝室部分としてイ則1・Jしたものと考えてよいであろう。、  

続いて竃は、北壁東隅から三分の一に位置し、主軸ノJl帥まN－60－Eを指す。現存状況は良好で、全長  

105c111、最大幅106cl11、炊きl＿l部帽40c‖lを測り、住屈内77c‖1、性情・外28c‖1の規模である。煙道部の立ち＿t二がり   

殉度は490を呈する。上部構造（側壁と大井）は褐色朴質土を椛み＿l二げて作っている。石材等の使川につい   



ては住居内に動いたと思われる表面の焼けた石が3つ存在することから、袖鄭等の補強材にイ廷川Jされた‾叶能   

性はある。また、仙川面の碓認の際、焼土が予想したほど多くはなく、どこまでが天井部の崩落でどこから   

が恍川面なのか確認にやや手l肛取った。そして煙道部は住届から少しでる程度で、主体は住屈側にある1ト墳   

時代住屈址に一般的に認める傾向を示している。   

最後に柱穴であるが床向上には7カ所のピットを椰認している。主柱穴はPl－P2が1．2m、P2－P3   

が1，5Ill、P3LP4が1．2m、P4－Plが1．5mで、Pl－P3、P2－P4を結ぶ対角線の長さは、とも   

に2．O111を計測する。P5は竃のすぐ東側、住屈址の北東コーナーに位遺し、不整形の貯蔵穴で、底部はや   

や摺鉢状になる。なお、住居の叩半分貼り床而をはがしたところPl、P2のすぐ東側に新たな柱穴2本が   

碓認された。これは上屋姓て称え前の旧任屈址のものと考えられる。主牲穴の組み合わせについては、東側   

には貼り床が見られないことから当初P6，P7，P3，P4で、P3，P4については増築時に柱火の直   

径も拡大してイ射lJしたものと考えられる。（Fig．8参照）  

なお、絶すぐ西とその延線上には＿ヒ屋根の補助にイ豆川Jされたと思われる壁外柱穴2カ所が椰認された。そ   

の他、壁外柱穴と思われるものが数筒所見つかったが、桑の仙こよるものか、あるいはちょうど等高線に沿   

う形で入っていることから818年の地旗によるものか判断つけがたい。  

上屋構造について  

この住屈址は主柱穴はもちろん、壁外の支牲穴、垂木穴などが検出されたことにより住居の上屋構造を考   

えるうえで畳重な資料を提供している。そこでこの住屈址の竪穴式佳屈の上屋構造について想定してみるこ   

とにする。  

まず、この住居は当初の性情を西側方Ih‖こ1、2tll拡幅しているものと考一えられる。これは床面下の掘り   

こみの調査で占－い柱穴が碓認されてい ることで証lリJされる。その拡幅も計画的で、柱筋を合わせていること   

からも新Il三l住居の関係者による拡幅であることは明らかである。当初の佳盾ではやや向北に長い平面形をも   

つものであった。主柱穴の距酢閃イ系はl削ヒが2．7Ill、来西が2．3‖1の閃隔である。  

肱帽彼の住屈▲では南北l～ijは変わらないが、東西の桂岡は2．2‖1から3111に広げられたとともに住穴も大型   

化する。場合によれば住居東側の柱穴も拡大しているかもしれない。   

．上屋は南北に棟の走行があったものと考えられるr。それは住屈西硝隅のl甘側の主柱火の線上の壁外垂木穴   

が碓認されたことによる。まず小本の主柱をたて、梁と桁をわたし、来西ノノ向の柱筋に壁外から主垂木をか   

け、棟を来せたものであろう。また、1射北方牒」の補強垂木はl一い火から桁に射ナたらしく1削ヒ壁lこい火壁外に支   

柱火が確認されていることによる。  

それ以外の垂木は南壁外の小柱火の冊隔からすると90～120cIllで、コーナー部分は細かく、直線部分はや   

や閃隔をあけるような配置で垂木が配旧されていたものと見られる。この削隔でいえば垂木の総本数は22本   

と想定される。  

この想定でいくと竃の位阻も垂木のl‖＝二うまく収まる。竃が北壁に設隈されているのも棟の走行とオ盾し   

ない。また、棟の走行を■南北としたのは現地表が火刑で大きな傾斜せみせることも影響しているのかもしれ   

ない。  

人りllについては■南東附から2本l二＝二3本日の垂木の閃にあり、範の反対側に位置している。壁から0．5111   

人った位日射こ帽0．8Illの2つの穴があり、0．65111の高さがある壁外からの進人にはハシゴのようなものを据え   

ていた可能性が強い。  

以．1∴、Ⅰ－Ⅰ一2号住居▲の上屋筏元について想定したがこの復元は補助杜穴の存在から想定したものであり、   

この時州の竪穴式住居の復元をするうえでも－し茄なデータを捉供しているといえる。  

なお、Fig．5には、弥牡 ■l■t】‘朋‖寺代の人しl施設を持つ県内の遣桃とその役元図を参考として載せておく。   



O  l：160    41n  

中高瀬観吉山遺跡081号 弥生時代後期  
八幡遺跡1号 弥生時代  

倉本追跡 H－8号 古墳時代  0  1＝12D  4111  

0  1：160  4m  

中高瀬観音山道跡075号復元図 弥生時代後期  

1－1ig．5 人りlりむ設を打つ遣構と視元l渕  

出土遺物について  

本道跡からは、土師器片を小心に1672ノ∴－こ余り山土したが、非′削こ良好の住居址であったにもかかわらず石   

船や臼玉、砥石を除いた他は、完形に近い過物もなく、まったくと言っていいほど期待外れであった。イ＝膵；   

廃棄の原凶が突発的事故によるものではないことを示している。   

住盾址2粁からJ＿Ll土した遺物はほぼ同時期のものであると思われるが、杯は筏元できた全てのものが弼い   

外稜を有する模倣杯で、直立「l緑はみられるが内傾するものはみられず、外反あるいは外傾するl二l稼が主流   

で平底気味の浅い底部のもの、もしくはやや探めの丸底に直線的に外傾するl＝l緑をもつものである。幾は胴   

部上位にやや強いふくらみを持ち、斜縦位のヘラ削りが施されるものである。また、土師器小形璧は球形の   

胴部に直立して外傾、もしくは直立するll緑を持つものもみられた。さらに臼玉り．（が出土しており、材質   

は滑石製が3点、二つ一岳軽石製が1山であった。前者は厚さや径、孔の大きさなどほぼ同等のものであり研   

磨されていることからも完成ん－－と考えてよい。なお、剥片、チップ等の製作破片はみられなかった。  

出土遺物が少なく本遺跡土器肝の特色の全容はとらえられるものではない。従って以下の分類自体仮説の   

城を山るものではないが今回の山士道物の編咋観は、7槻紀初⊥中共いわゆる鬼高Ⅲ式を叫ノL、とした時期に   

位置づけられるものであろう。当該地域の－・層粕魔の高い分類を行う際の踏み台としての役割を州待する（，  

1（）   



300‖12という非′馴二小規模な範囲の調査ではあったが、「追跡の宝伸」と呼ばれるこの地域は、比較的遺構  

の保存状態も良好である。特に今1司たった1仰の全州となったローム層を切り込んだ7キ埠川寺代の任ノ封1卜は、  

－1一汁い二生活した人々も快適な暮らしを創怒二I二夫をもってしていたことを垣閃見せてくれた貴重な資料を堤供  

してくれた。今後、新たに実施される胡査結果を踏まえ研究していくことにより、本遺跡と周辺遺跡との関  

連もより一層明碓になり、この地域の歴史が佃明されることを期待したい。  
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Fig．6 遺跡・遺構全体図  
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1．＝166．（）m   

＼＼6 盲二も  

焼土坑  
1屑 陽色二上層 混人物、Ⅰ廿を多兼に合む、  

≠1～2川のロームプl：トノクを合む  

2 屑 暗視色二卜屑ドⅠ）を少jii：に含む、≠1～5mmのロームブロックを含む  
こi屑 辻㌔也二＝でづ 炭純J捌こ近い、焼土叔を含む、炭5m、l川粛㈹耳小破片を含む  

Il－1り・住居址  

1屑 ㌔、！．氾・仙イドⅠ）を含む、≠2川1程度のロームゾl巨ツクを含む  
2J河 曲褐色・日中子lブームをプlトノク状に含む、  

†相子の西側に橘宜したものが流人  
3 屑 刑場也二巨J西 口ームをブ＝ツケ岨こ含む、Ⅰ叩を含む  
′1屑①典裾色二巨屑 竃の粘土を含む  

1 屑（DドⅠ）の粒十が捌かく、数も少ない  

5 屑 さ黒褐色土屑 木炭Jl‘、ドⅠ）の細粒の粒を含む  

6 屑111l）の粒・丁・も細か〈、さ、Ⅰ．氾をおびる  

7 桐＋鵡槻色二巨屑 Fl〕の州粒を含む  
8 桐Il糾明色二巨屑 ロームブ‖ツクを多鋤こ含む  
9 屑 黒田色十屑 有機駅を含む  
10 桐l暗視色二卜屑 寵の朴二l誹己人による  

11屑 ㍍裾色上屑 木炭、紬二仁、焼二仁を含む  

0  1：60  2m  

lニー  ‾－  
Ⅰ．＝166．3日  Ⅰ．＝165．2日  

A′  A  3 － A’  
Ⅰ一＝1（う6．5日  

AIノ＝】65・こぅ＝－ A・ l■＝16＝＝  Ⅰ一＝165．5日  
炭1  23 A′   A′  A  

lト】  

1屑 褐色二l∴屑 ‖「－ト1）20％、As－C20％  

2 屑 明褐色土偶 少jti・の1Il、－1TP、∧s【Cを含む、多量のローム抽を合む   

Ⅰ〕一2  

】屑 褐色ニー二屑lIll－ト1l〕15％、∧s－ClO％  
2 桝 晒褐色二1二桝 Ⅲ、－Fl〕、∧s－Cを少抽に含む、ロームブロックを合む  

3 屑 ～き、㌔褐色二l二屑 炭化した木材を少址含む、ロームブロックを含む   

t）－ニう  

1屑 暗褐色土屑ト】t－－ド】）20％、∧s－C2∩％  

2 屑 掲色ニヒ屑Ⅰ汗－ドⅠ）5％、As－Cを少量に含む、ロームブt：トノクを含む  

3 屑 崗色二l二屑トlIt－1岬、∧s－Cを少狛こ含む、lコームブロックを含む  
1 屑 ささ．瀾也二卜屑 少量の「トムブロックを含む  

1 屑 ＝リ．㈹池上屑＋‖「寸l〕159ム、∧s－C15％  
2 屑 哨褐色二t川トⅠⅠ、－ドl）、∧s－Cを少量含む、lニトムプlコックを含む  

：i屑 褐色十屑lブーム粒二巨体   

いlこi  

l屑 崗色二卜屑l汗－FP、∧s－Cを少量含む、ロームブしトノクを含む  

2 桐＋苅陽色二卜屑 ローム粒王休   

1）－6  

1 屑 狙色二卜屑ItI，－1り〕10％、∧s－C5％  
2 矩ラ 憎裾也二l州トⅠⅠ・－－－lTP、∧s－C少ji星∴炭化した州イを少j貢：含む  

l）－7  

t 丹イ 具粍他二卜／再 tll・・・一一－1り）5％、∧s－C15リム  

2 屑 黒色土層l】t・【ドl）、∧s－Cを少掃含む、炭化物を含む  
3 桐主勘闇色二l二屑ト1l、－1り）、As－C幡少最、ロームブロックを含む  

1屑 暗褐色二上層 耕作二巨を含む  

2 朋 子場色二上屑l1l・－1叩、∧s－Cを少量含む  

3 屑 褐色二上層 多j■l二のl＝J－ム粒を含む  
4 屑 ローム三iミ作、しまりなし  屑 にぷい距阻色．1リ再 多巌のl二J－ム粒を含む  

1 屑 井掲色土屑 ローム粒主休  

ド唱．7Ⅰ・Ⅰ－1り・仰い＝l仁・焼二t二坑・土坑  
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R】．＝】66．5川  

」   

Ⅰ．＝】6（う．l川  

Jノ＝】（；（；一】m  

1：60  2m   

卜、ig．8 Ⅰ卜2り‘什州l仁  

‖  



A   

】．＝＝沌．1日  tトム7＝ノク  

lト・ムプIJノク  

Ⅰト2封帥り止  

B′】層 ‖汗絶他二l瀾 山一1叩30％、∧s－C20％を含む ≠1、5mm  
2 層 崗色－1瀾Il－，－‖）20％、∧s－ClOワf，≠1、】Omm  

l1－ム揖を含む  

こi屑 褐色卜桶 川・－1叩5％、≠30mml＝トム拉を合む  
4 層 暗褐色二l二屈 伸・－ドⅠ）、∧s－C」い二似少＃ しトム粒を含む  

5 桝 明視色二t一層1ニトムプ［Jックを多ゴー；二に合む 胱からのルけしか  

≠5、10川t しまりなし  
6 朋 子場色・lリ再 亡トムブロックを含む  

S′  1：60  2m  

ト∵㌢け住居址術  
1J・パ 少jli二の】Il・－1一’Ⅰ｝を含む 少量の拙ニトを合む  

2 屑 多1ti二の粧卜、少量の焼二卜を含む  

3 桐 多うii二の畑土を合む 少競の肛巨と木炭片を含む  

】屑 多jtけ）焼土粒と少長盲i．のf．1i卜を合む 木炭Jl・を含む  

1nl  

M  －  

川  ーノ  J．＝】6fi．7  

P
一
 
 

E  E’  D  

IJ＝】（う5．l州  
l卜2甘住居州IJ－1  
】屑 ㌔．l．～褐色＝草子 少＃二の炭化物を合む 極少の川・－1叩含む  

2 屑l糟褐也二＝でイ 少穎のlトムプ1トノクを含む  
3 屑 絶池上朋 炭化物を合む 多誼のしトムゾ＝ツクを含む  
4 屑 褐色二巨屑 ローム粕主体   

Ⅰト2り・住居址1）－2  

1屑 一り．瀾也▼卜屑 少最の炭化物を含む しまりなし  

2 屑 暗褐色土屑 杵根 少擢の＝－ムナl」ックを含む しまりなし  
3 桐＋掲色二巨J再lブーム拉主体   

ⅠⅠ－2け什瀕＝」：t）－：i  

l屑 プJ．潤赴二卜屑 桂根1ⅠⅠ、－ト’1）似少 炭化物を含む しまりなし  
2 屑‡甘掲色1リ西l：トムプl：トノクを含む サラサラしまりなし  
3 桐 褐色二巨屑lコームを多射二含む   

lトー2り▲什J．i川こⅠ）－1  

】屑 哨托他▼卜屑 什棋 少紋の炭化物、伏を合む しまりなし  
2 屑‘崗色二巨／円 多量の1トムプ1トノクを合む しまりなし   

lト2りイ帥：・址Ⅰ）▼5（貯蔵穴）  

1Jヾ弓 ≠、‡．㌔干場色了卜屑 少j榊）lニトムゾしぃノクを含む  

2J再lコーム舶ト休  

F
一
 
 

G  

Iノ＝165．h－  

2m  
l．＝柑5．1日  

lト・ムプlトノク  

O   

l．＝1（；6．こi州  

ll2りイⅠ三川Jllニノ来ぃーセクシ≡Iン  

】屈 性他∴卜J再 掴と他一卜とロームブロック50％ ≠5、10c‖】の混二卜  

2 屑1リ鵬也▼卜屑lトムブロック7〔）リムlニトーム粒三i三体  

ト’ig．9 1Ⅰ一㍗㌢住居址  
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□二D⊂Ⅱ  □二 
2，  

⊂⊃二⊂⊃  
4 ＝12）  

l  l  2 し‖ 2）  2 151・H  
1（【1 2）  

〔ニコ  
4（X71′5）  

9「，一－「し1旦 」㌢  

土器（17～柑）  

O  l：3  
l＿ ．．＿ ．＋1＋  10crn  O  

2 3  5cm  

二1二器（1～柑）石机占～】（3・1）  石裾（ト 2）臼玉（1～q）i臭粥（l・2）  

ドig．1011－1・2り‘什J．十仙川＝二の上帯、イl●製．‘．．∴ 統描  

l（i   



PL．1  

Ⅰ・Ⅰ－2号 住l刑1】二全駅（架から）  

トⅠ－1号 住居址カマド（西から）  t・l－1号 住居址（北から）  

tⅠ－2号  住罵址出入りl二晩澱  l・l－2号 住居址（南から）  
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ご・一一一で、．．］  
．－－・、ヽ、  

′｝1◆   

Ⅰ－Ⅰ－2号 仕丁戸抽ヒカマド（南から）  Ⅰト2号 住居地！ノ川床セクション（北から）  

rI－2号 住居Jl】二（南西から）  X7．Y5 造物皿士状磯（西から）  

Il－2号 住居力l二う馴勿fj1土状態（北西から）  焼土坑（南i噴から）  

調査i亘全駅（塞から）  発掘作業風県（束から）   



抄  録  

フ リ ガ、ナ  ゴダイヒノキミネニイセキ   

l：  才一  ニ／Ⅰ二代桧峯I一遇跡   

副  習  γ－  ニ／Ⅰ二代Ilけ保育園姐役∴l二叫に仰う理減文化財発抑制奔朝告膏   

巻  

シリ ー ズγ－  

シリーズ番サ  

鋸 署 骨 γ－  坂Il好孝  ユt川ilリJリJ   

鋸リミ 機 関  前楠市理職攻化財隠州紳奔、り   

糾県機l柳軒在地  〒371椰一蠍廿価桶旧＿卜泉…」▲6馴－1   

発行咋 ‖l・】  1甘暦1998年3ノ」3＝」   

フリガナ  フリガナ  コ ー ド  偉二  
制奔期閃  調査面相  調光原l去1  

所収追跡宵  所在地  東 経   

ゴダイヒノキミネニ  ・′J、パシシゴダイ’ノナ   
19970／130   

10201  9C11  36024′52”  139007′19”  
ニ／l二代桧峯Il  1）川巧‘直五代叫■  19980331  

300Il12  イ】二代Ilり◆             保存聞建設－「1r   

所岨＝毘跡ケ．  椰別  三i二な11串代  主 な 遺 構   主 な 遺 物   特抑＝車項   

イ1二 代 検 挙Il  什居址  亡「1門‖寺代  什居址2j】il：  

正 代 桧 峯 Ⅱ 追 跡  
、lく戌10咋3ノj2411 仰  川  

平成10咋3‖31】l 与己  行  

編批発行  ‾11川桁l刷職戊化粧料椚胴帖・】  

11＝巧川 卜泉Ilけ664－4  

′ll】くL O27－231－9531   


